
 

 

かしこくなった子ども達 カッコよくなった子ども達 

その秘訣は、保護者の皆さま、地域の方々の温かい支えがあったから♪ 

本校の合言葉「まもる そだてる つながる」を全児童とともに唱えることがあります。これ

は、「児童一人ひとりが地球を守り、地球のあらゆるものを正しく育み、そして、地球のあらゆ

るもの（者・物）と繋がって欲しい」という理念があるからです。 

また、学校は「賢くなるところ」であり、且つ「カッコよくなるところ」であると伝えてきま

した。1学期を通して、子ども達一人ひとりが賢くなり、カッコよくなりました。今日持ち帰っ

た「あゆみ」、子ども達のワークシート、絵や作品等を手元に置きながら、改めて子ども達にも

1学期に「賢くなったこと」「カッコよくなったこと」が何かを聞いてみて下さい。この少しの

お子様との 1学期の振り返り、ひとときは、子ども達にとって大変記憶に残るものなのです。例

え登校できていないお子様がいても、きっとそれぞれのご家庭でお子様との時間で有意義になっ

たことはたくさんあると思います。どうぞ、今後も学校へお声をかけてください。 

また、先日の個人懇談会では、保護者の皆さまと学校が、お子様の成長について話し合うこと

ができました。保護者の皆さまと出会う貴重な対面の機会でした。学校と家庭がよりつながった

と実感しています。 

 

さて、いよいよ夏休みが始まります。夏休みは、子ども達一人ひとりが、学校で育んで来たこ

とを生かす機会となります。特に大切なのは、先生がいなくても学校のルールを自分達で守るこ

とや、先生がいなくても学校での学びを自分でもやってみること、先生がいなくても学校での習

慣を自分ひとりでも実行してみることです。少し、表にしてみました。ぜひ、ご家庭でもこの内

容を一緒に読んで、夏休みの計画を立てて実行するように声かけしてみて下さい。 

 

 ついた生活習慣 学んだ学習 学んだルール 

学 校 で 学 ん だ こ と 時間割通りに学んだり、休み

時間を過ごしたりしたこと 

学校での学び方（例えば国語

で作った色々なシート） 

1運動場を正しく使ったこと 

2廊下を歩いたこと 

夏 休 み に 生 か せ る こ と 自分でつくった夏休みの計画

通りに行動してみること 

学んだ方法で色々と作ってみ

る 

1公園を正しく使うこと等 

2外の施設でも歩いて行動等 

  

特に今年は、国語の専科の先生から学んだ「ゴールに向けた活動」は、夏休みにすぐに実行で

きるようなものがたくさんありました。是非是非、もう一度、どうやって作ったのかを振り返っ

て実際に挑戦してみて欲しいです。 

教育理念     いのちを まもり いのちを はぐくみ いのちを つなぐ  

学校教育目標   ともに学び合い、自ら考え行動し、思いやりをもって、仲間とより良い授業を創造し続ける子どもの育成        

めざす子ども像      １．心豊かな子ども（自他を大切にする、思いやりのある子ども） 

         ２．深く考える子ども（自ら学び、考えて行動できる子ども） 

         ３．健康で明るい子ども（きまりや約束を守りよく遊び、困難なことも最後までやり抜くための体力・気力をもった子ども） 

研究テーマ    読むって楽しい！伝えるっておもしろい！～説明文から広がる学びの力～ 

西長尾７つの力を礎に「自制心・忍耐力・向上心・自尊心・協調・受容、共感・相互理解」 

 

7 月 は 1 学 期 を 振 り 返 り 

夏 休 み の 計 画 を 考 え る 月 

第 7 号／令和８年 7 月 17 日／児童数 336 名 

 

にしながお小学校だより 
050-7102-9176（平日のみ 電話受付：8時 30分〜17時） 

https://hirakata.schoolweb.ne.jp/2710079/weblog


 

 

最後になりましたが、保護者の皆さま、地域の皆さま 1学期も温かいご支援ご協力ありがとう

ございました。少しの間、子ども達が地域で過ごす時間が増えることとなります。引き続き、子

ども達の見守り活動をよろしくお願いいたします。 

 

【あゆみについて】 

・あゆみは学校とご家族でお子様の成長を一緒に味わうことができるものとして捉えています。 

・所見の内容については、子ども達の成長をより明確に伝えるために、生活面、学習面において

「身についた力」を、その成果に至る迄の取り組みや努力の過程、頼もしい行動等を中心に、文

字数を 160字から 200字前後にして記述しています。 

 

 

【夏休みのおすすめの取り組み コンテストに応募してみよう！】 

 対象学年が決まっているものもあります。お間違いのないようご注意ください。  

 内容には中学生対象のものも掲載されています。よくみてご応募下さい。 

  

 

【夏休みのおすすめの取り組み 大阪府青少年読書感想文コンクール応募要項】 

 歴史ある読書感想文コンテストです。 

 

 

 

 

◇8/21（金）講演会「今、求められる探究的な学びとは」14：00～16：00（開場 13：30） 

場  所：長尾西中学校  参加費：無料 

参加対象：長尾西中学校校区 保護者・コミュニティの皆様 及び 同校区教職員 

講師先生：瀬戸 SOLAN学園 副校長 三宅 貴久子 氏 

共  催：長尾西中学校区地域教育協議会 

 

 

【夏休み中の学校閉庁日について】  

夏季休業中の８月９日(日)～１５日(土)は、学校閉庁日となっています。 

電話を含むすべての応対ができません。（時間外は留守番電話対応です。） 

★電話応対時間：長期休業中の平日 8:30～17:00（土・日・祝の応対はできません。） 

 

 

【夏休み子ども応援ごはんプロジェクトの実施】 ７／１７〜８／２５ 

学校給食のない長期休みに、経済的な事情などでお昼ごはんが食べられない子どもたちの健康を

守るための取り組みです。詳しくはこちらへ → https://www.city.hirakata.osaka.jp/0000052218.html 

https://www.city.hirakata.osaka.jp/0000052218.html


 

 

 

【夏休みの過ごし方について】特に以下のことをご家庭でもお話しください。 

◯いつ、どこで、誰と、何時まで遊ぶのかの確認を。 

自分がされて嫌なことは､人にもしない。 

（校長が話しています。相手が笑っていても相手が嫌だと感じていることもあるのです。） 

用水路､池､川や踏み切りなど危ない場所には近づかない。 

朝早く（午前 9時頃まで）、夕食時間（午後 6､7時頃）、深夜に、友達の家・駐車場・公園等で

遊ばない。 

携帯電話、スマートフォン、ゲームなどの利用時間を決めたり、いじめにつながるような人が傷

つくことを SNSに書き込んだりしない等、ルールを話し合う。 

熱中症が起こるような暑さの時、雷雨時は外遊びをしない。 

ご家庭でのスマートフォンやゲーム機、iPad（タブレット端末）を使う上でのルールを守る。 

枚方市が貸与している iPadは、「家の中で使う。もち出さない。」が原則です。但し、「学習

を目的とする場合」は保護者の責任のもとお使いください。 

【保護者の皆さまや児童の相談先として、ご活用ください。】 
児童相談所全国共通ダイヤル《ご家庭で、児童の面倒が見られていない時は》 

１８９｢イチハヤク｣ ※児童虐待に関する通告や子育ての悩み等の相談窓口です。 

【枚方市役所 子ども未来部 まるっとこどもセンター】      

０７２ー８４１ー１１２４（家庭児童相談 18歳未満のお子さん対象） 

受付時間 午前９時～午後５時 30分（土日祝日および年末年始は除く） 

 

【大阪府関連】 

○ 子ども家庭センター  ０１２０－７２８５－２５ 

※24 時間対応の電話相談窓口です。（携帯電話からも、つながります。） 

○ すこやか教育相談２４  ０１２０－０―７８３１０ 

※24 時間対応の電話相談窓口です。（ＩＰ電話からは、かかりません。） 

○ 大阪府教育センター『すこやか教育相談』 

すこやかホットライン（子どもからの相談） ０６－６６０７－７３６１ 

Ｅメール：sukoyaka@edu.osaka-c.ed.jp 

さわやかホットライン（保護者からの相談） ０６－６６０７－７３６２ 

Ｅメール：sawayaka@edu.osaka-c.ed.jp 

※電話相談 午前９時 30分～午後５時 30分 月～金曜日（祝日･年末年始は除く） 

※Ｅメール相談・ＦＡＸ相談 ０６－６６０７－９８２６：24 時間受付（回答は後日） 

○ 『親子のための相談ＬＩＮＥ』 

相談できる曜日・時間：毎日・午前 10時～午後８時（相談受付は午後７時 30分まで） 

相談対象者：大阪府在住の子どもと保護者 

 

【法務省人権擁護局】 

◯子どもの人権１１０番 ０１２０―００７―１１０ ※平日 午前８時３０分〜午後５時１５分 

 

事故等のご連絡は、まずは、警察へお願いします。 

【交野警察署 】 ０７２－８９１ －１２３４ 

【西長尾小学校】   ０５０－７１０２－９１７６ 
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